
取組の概要

社会のグローバル化の進展により、国境を

越える人や物資の交流が進むにつれ、国境
を越える家畜感染症、人獣共通感染症等の
国際的な防疫に係る人材育成を担う獣医学
教育の強化はますます重要な課題となって
いる。

また、OIE（国際獣疫事務局）は近年、｢公共
獣医事を担う人材の養成｣を強化することを
各国に要請しており、平成２５年５月に策定し
たモデル・コア・カリキュラムにおいても、実践
的な体験を通じて科目の内容の理解増進を
図るよう求めている。

獣医学教育に関する国際的な要請を踏まえ、公共獣医事を担う外部機関（保健所、家畜衛生保健所、と畜場等）の協
力を得て、現場における実務経験の獲得を柱にした実践的な臨床実習の実施体制の充実・強化を図る。
○実習の受け入れ先の開拓
○公共獣医事に係る実習プログラムの開発や実習の手引きの作成
○外部専門機関との連携による効果的な臨床実習等の在り方や教育内容等を検討する運営委員会の設置

事業の目的・効果
○公衆衛生／家畜衛生等の臨床実習の教育体制の充実・確保
○国際的な要請を踏まえた獣医学教育の充実・強化
○学生の進路意識の多様化と学習意欲の向上

○人獣共通感染症等の国際的な防疫に係る人材の育成
○獣医系大学の国際的な地位の向上・信頼性の確保
○動物の健康、食の安全、人の健康の確保

平成26年度概算要求額 ０．３億円（新規）

公共獣医事に係る臨床教育の実施体制構築事業

※口蹄疫・・・ＯＩＥ公表資料よりｄ

※鳥インフルエンザ・・・ＯＩＥに届
け出のあった高病原性インフルエ
ンザ（H5N1型）の発生状況
※新型インフルエンザ・・・2009年
7月までの累計（ＷＨＯ公表資料
より）

波及効果

現状

【日本】
○口蹄疫：2010年
○鳥インフルエンザ：2004年、
2007年、2008年、2010年、2011年
○新型インフルエンザ

【台湾】
○口蹄疫：2011年～2013年
○鳥インフルエンザ：2012年
○新型インフルエンザ
○野生動物の狂犬病の発生：
2013年7月

【韓国】
○口蹄疫：2010年～2011年
○鳥インフルエンザ：2003年～
2004年、2006年～2008年、
2010年～2011年
○新型インフルエンザ

【中国】
○口蹄疫：2011年～2013年
○鳥インフルエンザ：2004年～
2013年
○新型インフルエンザ

【北朝鮮】
○口蹄疫：2010年～2011年
○鳥インフルエンザ：2005年、
2006年、2013年

近年の東アジアにおける主な感染症等の発生状況
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